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１．緒言 

 当社の親会社である㈱大阪ソーダでは、1916 年

より 70 年間水銀法かせいソーダプラントを稼働

した。1986 年に撤去した際の同プラント撤去・廃

棄の管理基準について調査したので、報告する。 

 

２．プラント撤去および廃棄の基準について 

(１) 法的要求 

通商産業省通達 50 基局第 135 号「水銀法施設、

それに使用された塩水および水銀等の処理処分

に関する基準」で工事管理基準の指針が示され、

通商産業省通達改正 57 基局第 256 号にて改訂

版が示された。残念ながら、両通達は、保管期限

を超えており、現在保管されていないため、現存

する当社資料より以下を確認した。 

 

(２) 水銀の除去処理方法の区分 

上記通達に準拠して水銀の除去処理方法の区

分を表１に記載した。 

 

表 1 水銀の除去方法 

 

(３) 処分の方法 

上記通達に準拠して処分の方法又は再利用を

表２に記載した。 

 

表２ プラント部品の処分・再利用方法 

 

図１ 

図２ 

 

３．結果および考察 

 水銀法かせいソーダブラントを２９種類に区

分して、５種の水銀除去方法と７種の処分・再利

用方法を適用することにより、全量を適正に処

分した。図１および図２には作業例を示した。 

詳細は当日報告する。 
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